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書斎の静寂のユートピア 
―共同生活をした引きこもりというグリム兄弟像について― 

 

 

小 林 将 輝 
 

１．はじめに 

 ヤーコプ・グリム（Jacob Grimm, 1785-1863）

とヴィルヘルム・グリム（Wilhelm Grimm, 

1786-1859）は，1812年に出版した『子どもと家

庭のメルヒェン集』，通称「グリム童話」によっ

て一般によく知られている。この「グリム兄弟」

に関する研究においては，「グリム童話」自体の

研究並びに兄弟が関わってきた学問分野内での研

究に加えて，この兄弟自身の伝記的な事柄につい

ても，これまで長い間，研究上の多くの関心を集

めてきた。そして，その成果は伝記や個別の研究

などで広く公表されてきた1)。ところで，そのよ

うな伝記的資料や研究においては，兄弟の人物像

を語る際に，二人が精神的に密接に結びついた関

係を強調する傾向があった。そして，その仲のよ

い兄弟が同じ部屋で机を並べて座り，外にも出ず

に黙々と研究に打ち込んだ学究の徒といったよう

なイメージで語られる場合が多々見られる。とり

わけ「交際嫌い」2)のヤーコプにそれはつきまと

うイメージであると言えるだろう。このような兄

弟像の形成の背景には，手紙や自伝的記録におけ

る兄弟自身の発言内容が基盤となっており，そこ

から伝記などのメディアに仲介され，広く流布す

ることになった。しかし，このような兄弟像はい

かなる根拠から成り立っているのだろうか。兄弟

愛ゆえに離れ離れにならないことを決意した兄弟，

一人は引きこもりで非社交的なヤーコプ，他方は

快活で人付き合いの良いヴィルヘルムといった紋

切り型の兄弟像で語られる傾向がそこにはあるよ

うに思われるのである。兄弟像のありようについ

ては，この兄弟像の成立の背景に関わる資料を詳

しく見てみることで，より厳密に見ることができ

るのではないだろうか。 

 本論は，グリム兄弟の離れ離れにならないとい

う兄弟愛に基づいた共同生活の問題，またヤーコ

プ・グリムの非社交性の問題に焦点をあてて，そ

の実態を明らかにすることが目的である。そのさ

い，伝記的文献での兄弟の取り扱われ方を確認し

たうえで，兄弟の青年時代の手紙のやり取りを資

料に用いながら，本人や周辺がどのような発言を

し，どのように振る舞っていたのか追っていく。

それにより，グリム兄弟像の再検討を試みるもの

である。 

 

２．グリム兄弟の共同生活の問題 

（１）「離れ離れにならない」という兄弟像の成

立の背景 

①成立の背景 

 本章では共同生活の問題とヤーコプ・グリムの

非社交性の問題という二つの問題のうち，まず共

同生活の問題について取り上げる。常に一緒にい

て，離れ離れにならなかった兄弟像の形成の根拠

となる兄弟自身の発言内容について確認し，その

後，それによってつくられてきた伝記上のイメー

ジについて確認してみよう。 

 グリム兄弟の伝記に関わる研究や文献資料は多

くあるが，伝記においては，兄弟自身が著した

「公式」の証言として，「自叙伝」が第一に参照

されている。兄のヤーコプ・グリムの自叙伝にお

いて，兄弟の強い結びつきを象徴的に表している

言葉としては，「いつも一つの部屋に暮らし，一

つのベッドで寝た」3)ヴィルヘルムと離れること

になったことが悲しかったと語った一文がある。

これは，ヤーコプが大学に入学するために，ヴィ

ルヘルムを残して町を移り，一年間離れ離れにな

ったことについて触れた発言である。また，ヤー
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コプがヴィルヘルムの死亡後に行った講演におい

ては，この一文を長くしたバージョンで二人の共

同生活が描かれ，亡きヴィルヘルムが偲ばれるこ

とになる4)。そこでは，二人の共同生活の様子は

時代ごとに変化し，例えば，最後のベルリン時代

では部屋は二つになったものの，兄弟が常に同じ

屋根の下で一緒に暮らしていたことや所有物を共

有して使っていたことが印象深く語られる。 

 自叙伝や講演は一般に向けられたものであるが，

プライベートのやりとりである手紙においても，

この種の事例を多く挙げることができる。特に近

年では，手紙の研究が進められることで，兄弟の

パーソナリティはいっそう追及されやすくなった

環境にあると言ってよい。ヤーコプはマールブル

ク大学の学生時代であった1805年1月27日にパリ

へ向けて発っている。これはマールブルク大学教

員であったフリードリヒ・カール・フォン・サヴ

ィニーの求めに応じて，パリの帝国図書館で文献

調査を手伝うため，ヘッセン国を離れたのである。

帰国したヤーコプがマールブルクに到着し，ヴィ

ルヘルムと再会するのは10月13日であるから，お

よそ8か月半，兄弟は離れて暮らすことになるが，

この時期に互いにやり取りをした手紙では，相手

への愛情が憚ることなく述べられている。例えば，

ヤーコプと別れてからすぐに書かれた1805年2月2

日のヴィルヘルムの手紙では，以下のような箇所

が見られる。 

 

最初の日々について僕はなんて言っていいのかわ

かりません。僕はとても悲しかったと，今でも泣

きたい気持ちになります。兄さんが行ってしまっ

た時，胸が張り裂けるほどで，堪えられませんで

した。きっと兄さんは，僕がどれほど兄さんを愛

しているかなんてわかっていないでしょう。5) 

 

古くは「恋人同士のやさしい情熱」と評されたこ

の部分は6)，兄弟の互いの深い結びつきを表した

言葉でとしてしばしば引用される。1796年，それ

ぞれ11歳，10歳の時に父親を亡くしたグリム兄弟

は，グリム家の長男と次男として，一家を支えて

いく責任を負った。将来一家を経済的に支える職

につくことが2人の目的となったが，それを実現

する高い教育を受けるために，1798年に少年時代

を過ごしたシュタイナウを離れて，ヘッセン国の

首都カッセルで高等中学校に入学した。この時，

家族と別れて二人だけで暮らすことになる。高等

中学校を卒業した後，大学に進学するために，ヤ

ーコプが1802年，ヴィルヘルムが1803年にマール

ブルクに移ることになり，1年間別々に暮らした

が，1803年以後は再び二人だけで暮らしている。

二人は一家の将来を常に案じ，また，家族や親せ

き連中も同様に，グリム家の子供たちの中でも特

に優秀な長男と次男に一家の将来を託したのであ

る7)。こうした固有の家庭環境も，二人が精神的

に強く結びついたことの背景として見なしうる。

そして，上の引用と同じ文脈で，以下の一文もグ

リム兄弟の兄弟愛を伝える一例としてしばしば引

用される。上述のヤーコプのパリ到着からおよそ

5ヶ月後の7月12日の手紙である。 

 

僕たちがこのようなやり方を続けて行けば（計画

が重要であること，これは確かに真実だ。サヴィ

ニーはこれをとっくの昔に言っていた），いつか

はかなりの文献を集めることになるだろう。そし

て僕たちは将来，もう少しそれにお金をかけるこ

とができるようになり，いつも一緒になってそれ

に取り組むだろう。というのは，愛するヴィルヘ

ルムよ，僕たちは決して離れ離れにならないよう

にしよう。仮に誰かが僕たちの片方をどこかへや

ろうとしたら，もう片方がすぐその話を取り消さ

ないとならない。僕たちはこの共同生活にすっか

り慣れてしまったので，離れることは僕を死ぬほ

ど悲しくさせるのだ。8) 〔下線部は筆者〕 

 

兄弟の強い結びつきは，「僕たちは決して離れ離

れにならないようにしよう」というこの一文によ

って，二人の共同生活という具体的な形を取った

ように見える。この後，兄弟はカッセルで司書と

して暮らし，ゲッティンゲンで大学教授になり，

再びカッセルで暮らした後，最後はベルリンに移
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って生涯を終えるが，この間継続して共同生活を

続けている。これは，カッセルで親元を離れて高

等中学校に通った時代（1798年）からヴィルヘル

ムが死んだ年（1859年）までを換算すると61年と

いう長い期間になる。これほどの長い間，基本的

には同居し続けたという事実は9)，私たちに否が

応でもこの発言を意識させるものである。ヴィル

ヘルムは1825年に結婚し，他方ヤーコプは生涯独

身であったものの，ヤーコプはヴィルヘルムの一

家と共に同じ家で暮らし続けたのである。 

 カール・ツックマイヤーは，「不思議なことに，

彼らはこの引き離すことのできない共同生活を送

ろうという決心を，彼らの全生涯において本当に

実践したのである」10)とこれを評したが，これは

グリム兄弟を語る上での伝統的なクリシェーの一

つであると言えるだろう。ツックマイヤーに代表

されるように，グリム兄弟の伝記の著者たちは，

多かれ少なかれ，このような調子を含んだグリム

兄弟像をこれまで提供してきた。例えば，ガブリ

エーレ・ザイツによる比較的新しい伝記では，ヤ

ーコプとヴィルヘルムは「子供の頃から並外れて

深い内的な愛情で結びついていた」とし，「彼ら

の人生行路は初めから終わりまで一緒であった」

というように，兄弟愛と共同生活を結び付けて語

っている11)。このような兄弟像には，ヴィルヘル

ムの息子ヘルマン・グリムによる父ヴィルヘルム

及び，共同生活をしていた伯父ヤーコプの思い出

の記録なども，大きく寄与してきたと言えるだろ

う。ヘルマンは「子どもと家庭のメルヒェン集」

の序文に書いた，よく知られる文章において，ゲ

ッティンゲン時代に住んだ家にあった肖像画の掛

けられた書庫とゲーテの彫像が置かれ，花が飾ら

れた二人の仕事部屋を思い起こしている。二人が

熱心に机に向かい，本を取り扱うその仕事部屋に

は「聖なる静寂」が支配していたという12)。本に

囲まれた落ち着いた研究者の理想郷として，その

部屋は語られるのである。 

 

②共同生活と本の収集の問題 

 しかしながら，こうした言わばロマンチックな

兄弟像は，近年ではさすがにトーンダウンし，対

象への心理的な距離を保って語られている。最新

の伝記の一つを書いたシュテッフェン・マルトゥ

スは，「僕たちは決して離れ離れにならない」と

いう発言について，この決意がヤーコプとヴィル

ヘルムを「ドイツ文化のイコン」にしたと述べ13)，

これが一般の目を引いたものになったこと，また，

その後の兄弟像の解釈へ大きな影響を与えたと見

なしている。しかしマルトゥスは，ヤーコプのこ

の発言が，兄弟の本の収集欲と結びついているこ

とが見落とされていると指摘する。兄弟二人きり

の共同生活への決意は，「二人が本への欲求をど

うしたら最大限に満足できるかという熟慮によっ

て縁どられている」14)のである。すなわち，二人

が一緒に住むということは，兄弟愛の実践を実現

すると同時に，本を理想的に収集することを実現

することでもあったということになる。 

 先の引用を再度確認してみよう。引用の後半の

調子だけに注目してしまうと，単なる弟への熱烈

な愛情の吐露に思えるが，前半部分では確かに本

の収集の話をしているのがわかる。5月17日，ヤ

ーコプはサヴィニーとライプチヒで行われる書籍

の見本市カタログを見て15)，そこに掲載されてい

るゲーテが翻訳したディドロの『ラモーの甥』，

そしてゲーテが編纂をした『ヴィンケルマンとそ

の世紀』などの幾つかの書籍について，ヴィルヘ

ルムにマールブルクの書店で調べてほしいと頼ん

だ。それに対して，ヴィルヘルムはしばらくして

その調査結果を知らせるが，なかでもゲーテの書

籍についての情報はヤーコプを喜ばせ，是非入手

したいこと，併せてヴィンケルマンの書簡集，ま

た『古代美術史』の入手も考えなくてはならない

と伝える16)。そうして引用の冒頭，「僕たちがこ

のようなやり方を続けて行けば」に続くのである。 

 さらに見ていくと，引用の直後では，「――し

かしあまり感動的にならないように，僕が君に言

いたかったのは，競売目録を何とかして手に入れ

ようということだけなのだ」17)と述べられ，その

後は本の入手に関する話が続き，本の値段や相場

の話に移っていく。「あまり感動的にならないよ
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うに」という言葉が示しているのは，共同生活の

話は本来の話の文脈から脱線した話題として扱わ

れているということである。 

 

（２）グリム兄弟と本 

①所有対象としての本 

 グリム兄弟と本の収集という点について注目を

してみると，このパリ時代の手紙のやり取りにお

いては，本は中心的な話題であったということが

見えてくる。兄弟の書簡集には，この時期の手紙

として30通が収録されているが，これらの手紙を

通してみていくと，二人がどれだけ常に「本」に

ついて話題にしていたかということがわかる。彼

らは「文芸ニュース」と称し，当時話題になって

いた出版物や，それに対する批評家たちの書評，

著名な作家たちの動向，兄弟のお気に入りの作家

たちの作品についてお互いに書くことで紙面の多

くを費やしている。読んだ本について何か意見を

述べたり，文壇の事情などに熱心に関心を向けた

りするこのような傾向は，すでにヤーコプがマー

ルブルク大学に入学した1802年から見られるもの

の，その時代と比べると，この時期には話題の対

象となる文献の幅はかなり広がっている18)。これ

にさらに書籍の見本市で取り扱われる古書，競売

情報が加わり，また，稀覯本や研究のための専門

書にも注意が向けられる。そのうえ本そのものの

話題として，販売価格や版は当然として，本の判

型や使用している紙，注文後の製本のさせ方など

の印刷・製本形態にまで言及される。そのような

情報交換と議論を通じて，兄弟は，めぼしい本を

ピックアップし，購入計画を立て，その計画を実

現していくのである。 

 確かにそれ以外の話題もある。兄弟が離れ離れ

になった当初は，互いへの愛情のこもった発言，

特に上で見たように，主にヴィルヘルムによるパ

ートナー不在の寂しさがつづられたセンチメンタ

ルな内容も見受けられるが，二人の別居期間が長

くなるにつれ，次第にこのような調子は影をひそ

めるようになる。また，ヤーコプが外国のフラン

スに行ったということから，パリまでの道中の様

子，パリの街並み，フランス人やフランスの文化，

それらとドイツとの比較文化論を熱心に論じるか

と言えば，それほどでもない。母親と伯母に宛て

た手紙及びその後のヴィルヘルム宛の手紙におい

て，パリまでの旅程と道中について触れられ19)，

その後，同じくヴィルヘルムに宛てた手紙におい

て，パリの街並みの印象やフランス人について，

また，美術館めぐりや観劇について語られるのは

事実である20)。しかしそれらも最初に出された手

紙において多く書かれ，後になるとこれらの話題

は次第に減っていく。また，家族の消息を尋ねる

ようなこともそれほど頻繁には行われるわけでは

ない。それ以外にも，例えば個人的なこととして，

ヴィルヘルムが友人との諍いを報告したもの，ヤ

ーコプの手紙がヘッセンの宮廷で評価されたこと，

サヴィニー一家の様子など，手紙というメディア

の常として，その他の日常の出来事，生活の細事

に関わることなどは幾らでも書かれているが，全

体の割合から見ると決して多くはない。読者が期

待するような兄弟同士のラブレターや，パリ旅行

記はその全体の中のごく一部でしかなく，手紙の

主要な内容は本の話題なのである。 

 こうして見てみると，この時期のグリム兄弟に

とって，本とはどのような意味を持っていたのか

ということをあらためて問う必要があるだろう。

結論を先取りして言うならば，グリム兄弟にとっ

て本は収集し，所有すべきものであった。言い換

えるならば，兄弟のこの時期の主要な関心事は，

「僕たちの蔵書」21)をいかに充実させるのかとい

うことであったのである。 

 そのような視点で見てみると，この時期の手紙

においては，本の所有への欲求があからさまに語

られている箇所を多く見出すことができる。例え

ば，ヤーコプは3月14日の手紙において，「たくさ

んの美しい本を買うこと，特に古い本を買う気持

ちはとてもあるのだが，お金がごく僅かしかな

い」22)と述べ，書店が多く存在するパリにいなが

ら，本を十分入手できない無念さをにじませてい

る。また，4月21日の手紙では，「僕はこの数日と

いうものとても幸福であった」とはじまる文章が
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あり，それが何かと言うと，「最も美しい版では

ないものの，ピートーの編集によるカノン法大全

の一番良い版を5++（即ち2グルデン20クロイツ

ァー）という馬鹿げた値段で手に入れたからだ」

と続く23)。ヴィルヘルムが書いたものでは8月10

日の手紙において，購入しようとしたシラーの年

刊詩集を，知り合いに先に購入されてしまったこ

とを苦々しく報告している箇所がある24)。 

 また，ヤーコプは書名を挙げ，それを入手すべ

きだとか，入手を決めた本に対し，購入が実行さ

れたのかを頻繁にヴィルヘルムに問い，ヴィルヘ

ルムは，その細かい要請によく応じているのがわ

かる25)。併せてヴィルヘルムは，「兄さんがパリ

で写本類の中に古いドイツの詩や文学を探すこと

ができるのではないか」と図書館での調査を促し，

兄弟の将来の活動へとつながるドイツの古い文献

資料を収集する重要なきっかけを与えたことも，

本の所有という点から見ると注目すべきであろう。

加えて，互いに購入場所や購入機会を吟味して，

どのような手段を用いれば最も購入額を低く抑え

られるのかを真剣に検討し合う場面も見られるが26)，

これも兄弟の本の収集に対する強い情熱を示して

いる。 

 このように本への強い関心と所有欲が，手紙の

多くの箇所で様々な形で見られるのである。グリ

ム兄弟の蔵書について研究をしたルートヴィッ

ヒ・デネケは，このような兄弟の若い時代の本へ

の欲求を「並々ならぬ読書欲」と呼び，ヘルマン

が，ヤーコプの今際の際に彼らの蔵書を散逸させ

ないよう約束をさせられたエピソードを紹介して

いる27)。ヤーコプが死んだとき，兄弟の蔵書は古

書や稀覯本など貴重な本を多く含み，全体は

8,000冊を超えていたとされるが28)，兄弟の本へ

の所有欲は相当なコレクションを生み出したので

ある。 

 

②美しい本と美しい並べ方への欲求 

 本の収集という点に関してもう一つ重要なこと

は，兄弟にとって本はただ集めればいいものでは

なかったということである。収集すべきは，兄弟

にとって関心がある本でなくてはならないのはも

ちろんだが，先の引用にあるように，それらは

「美しい」（schön）本でなくてはならなかった。

パリ時代の兄弟の手紙にある本に関する話題の中

には，印刷，製本に関する話題など，本の体裁に

関する話題が多く，本の外面的，美的要素につい

ても高い関心があったことが見て取れる。例えば，

ヴィルヘルムは5月28日付の手紙において「ノヴ

ァーリスの作品集は，より美しい（schöner）判

型，印刷，紙になるということは，まずないだろ

う，すべて，僕たちの持っている版のほうがとて

も感じがよく美しい（schön）」29)とあり，自分

たちが持つ版の体裁の美しさが述べられている。

続いて，8月10日のヴィルヘルムの手紙ではゲー

テが翻訳したチェッリーニ自伝について同じよう

に本の体裁について詳しく評価されているのを見

ることができる。 

 

チェッリーニは紙が薄いので，全然厚くない装丁

になった。印刷は好ましく，だいたい『ホーラ』

と同じようである。判型は大きく，美しい

（schön）。そして巻頭に銅版画となっている表題

紙と並んでチェリーニの顔がある。リップスの作

風でとても良い。僕はこの本の端を裁断させなく

てはならなかった。なぜなら紙が薄すぎで，前の

方が丸まっていたからだ。30) 

 

やはりここでも「美しい」という言葉が出てきて

いる。また，使われている紙，印刷，判型，表題

紙の様子，本の仕上がりについても言及され，そ

れどころか本を美しくするために業者に加工をさ

せているのもわかる。強い美的関心を持って本の

体裁を見ていたことが窺えるのである31)。こうし

た「美しい本」への強い関心と志向は，ヤーコプ

が大学生として単身マールブルクに滞在していた

1802年にすでに見られる。ヤーコプは，カッセル

時代の学友パウル・ヴィーガントへ宛てた手紙に

おいて，「読書について，僕はまったくあなたに

賛成です。僕にとっても，一冊の美しい本は何か

輝かしいものであり，常に渇望している癒しでも



駿河台大学論叢 第53号(2016) 

―116― 

あります」32)と述べられ，読書をしているとつい

時間を忘れてしまうこと，本，銅版画，絵画なき

人生は魅力がないということが述べられるのであ

る。 

 さて，本の収集が高じ，本が増えてくると，次

にそれらの本をいかに美しく並べるかということ

にも関心を向けられるのは必然であろう。兄弟は

この蔵書の所蔵の仕方という点においても，大き

な欲求を持っていた。 

 兄弟の蔵書ということを考える出発点として，

最初に挙げるべき重要なエピソードは，兄弟がサ

ヴィニーの部屋に訪れ，その蔵書に接した以下の

エピソードではないだろうか。1803年，マールブ

ルク大学の学生としてサヴィニーの講義を受講し

たグリム兄弟は，優秀なレポートを書いたためサ

ヴィニーに評価され，彼の家に通うことを許され

る。そこで「まぎれもない本馬鹿」33)サヴィニー

の豊かな蔵書に触れ，本を借り出させてもらえる

ようになるのだが，その体験をヤーコプは後年，

以下のように語っている。少し長いが重要な内容

なのでここに引用したい。 

 

しかしもっと私の心を捉えたものは，部屋にそそ

り立つ本棚と，その中に並べられた本でした。学

校で使った本や父親が遺した蔵書を除くと，そこ

にあった本で私が知っていた本はごく僅かでした。

本は普通に並べられていたのもありましたが，ヘ

ブライ語が右から左に書かれるように，逆の順番

で並べられていたのもありました。あなたがその

あべこべな並べ方について説明し，弁護するのを

聞きましたが，その必要性が私にはどうにも納得

できませんでした。私たちは，はしごを使って本

に近づくことが許されていました。そこで私はこ

れまでお目にかかることのなかったものを見たの

です。扉から入って右手の壁，ずっと奥のほうに，

一冊の四つ折り本，ボードマーのミンネリートの

選集があったのを覚えております。それを私は手

に取って，生涯で初めて本を紐解き，その場でヤ

ーコプ・フォン・ヴァルテやクリスタン・フォ

ン・ハムレーのページを立ったまま読みました。

添えられた詩はめったに目にしない半分理解不能

な古いドイツ語で書かれていました。それは私の

心を特別な予感で満たしました。もしかすると私

がこの本を20回も通読し，決して手元から離さな

くなるということなんて，当時，誰が私に言うこ

とができたでしょう。34) 

 

恩師の家を訪れ，これまで見たことのないような

豊かな蔵書を前にして，幾つものタイトルを目で

追い，目についた本を手に取る。時計の針が止ま

ったような，この読書の原風景とも言える過去の

断片を，ヤーコプは恩師に捧げた文章で極めて巧

みに表現している。グリム兄弟がパリ時代に構想

した理想的な蔵書のあり方に，このサヴィニーの

住居での体験が強く影響をしていることは想像に

難くない。 

 蔵書の扱いという点から見ると，もう一点注目

すべき内容がこの文章にはある。本の並べ方に言

及している部分である。引用の前半部分では，サ

ヴィニーが一部の本を逆に並べていたことをヤー

コプは目ざとく指摘をしている。このことは兄弟

が蔵書の並べ方に対しても並々ならぬこだわりを

もっていたということを意味していると同時に，

自身の完璧な蔵書の取り扱いへの自信の表れとみ

ることができるだろう。この文章は，ヤーコプが

サヴィニーの博士号取得50周年に捧げる論文，

「所有の言葉」の序文に書かれたものである。こ

れを書いた1850年10月，ヤーコプは65歳であり，

すでに自身の蔵書はくまなく整備され，管理も行

き届いていたため35)，恩師の蔵書の取り扱いの非

合理さについて批判的コメントを差し挟む余裕が

この時にはあったのだろうと考えられるのである。 

 この文章は，兄弟とサヴィニーの初期の関係や

ヤーコプが将来のドイツ文学の研究へ至る背景を

見るためにしばしば用いられてきた。例えば，両

者の美しい師弟関係的な文脈で読み取られたり36)，

ヤーコプがこの時の体験をきっかけにドイツの古

い文学を集め，その研究をはじめることになった

という文脈でも用いられたりしている37)。近年で

は，ヤーコプが中世の文学を発見し，それが「ゲ
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ルマニスティックの創設」につながるという物語

を作り上げた文章として，批判的に解釈された38)。

しかし，兄弟の蔵書の整備への関心という文脈で

再度見てみるならば，ヤーコプが恩師に捧げる文

章において，蔵書の並べ方について，このように

批判的に言及している点にも，あらためて注目す

べきではないだろうか。 

 以上のようにグリム兄弟の蔵書への強いこだわ

りを，蔵書の並べ方というテクニカルなレベルで

の彼らの関心から見ることができたが，続けて蔵

書整備に関わる事物への関心についても触れ，そ

の強いこだわりを見ておこう。ヴィルヘルムの3

月24日の手紙の後半部分には，以下のような一見

しただけでは内容が把握しにくい箇所がある。 

 

―僕たちの蔵書について，それ以外には特に何

も思い浮かぶことはない。強いて言えば，新しい

シュタウフファッヒャー（Stauffacher）が必要だ。

パルマテルヒェン（Palmaterchen），コリドーン

（ Koridon ）， そ し て タ ボ レ ッ ト ヒ ェ ン

（Taborettchen）を勧めたい。コリドーンは古く

なり始め，脚が傷んでいる。39) 

 

訳出するのが困難なこれらの名詞は，バイアラス

－ポファンケンによる注釈によれば，マールブル

クの学生時代に本の収集と並行して導入された，

蔵書の設備，備品に関わる事物の名称だという40)。

シュタウファッヒャーとコリドーンは，歴史や神

話の登場人物の姿をした胸像のようなもので，ブ

ックスタンドとして用いられた可能性があること，

また，パルマテルヒェンは学校教師が持つステッ

キ，タボレットヒェンはフランス起源の家具から

来ており，小さな戸棚か椅子だと推測されている。

本人たち，あるいはせいぜい身近な友人にしかわ

からないような特殊な用語を蔵書の設備に与えて

いたことは，蔵書への特別な感情を抜きにしては

ありえない極めてフェティッシュな物言いだと見

なせるだろう。ヘルマンは，晩年のヤーコプが蔵

書を「一種の人格のように」41)見なしたと証言し

ているが，このような蔵書への特別なこだわりが

いっそう進行していくと，やがてそのような感情

を持つのに至るのかもしれない。以上の内容をま

とめると，「僕たちの蔵書」は良質な本が揃って

いればよいというわけではなく，本自体が美しく

なくてはならない。そして，それらの美しい本が

それにふさわしい設備のもとで，適切に並べられ

ていなくてはならないのである。 

 

（３）共同生活と本の収集の問題の再検討 

 それでは，このような兄弟の蔵書への強いこだ

わりによってつくられる部屋はどのような部屋と

なるのだろうか。ヴィルヘルムは5月28日の手紙

で，彼が住む下宿の蔵書が並べられた部屋の様子

を以下のように報告している。 

 

今日の夜，兄さんが僕のそばにいてくれたらいい

のにということだけを考えていた。部屋の中は，

とてもすばらしく，静かで明るい。そして僕は

（製本業者から）新しく来た本をどう書棚に並べ

るべきかと頭を悩ませた。部屋の中は今，愛らし

く見え，清潔で整然としている。なぜなら僕の所

に人が来ることはめったにないからだ。ベッドは

シュライトの部屋にあるのと同じようにカーテン

がついている。そして窓辺の下には新しい，とて

もかわいらいしい暗い色のニスを塗った机があり，

それには鍵をかけることができる引き出しがつい

ている。椅子はどれもあるべき場所に置かれてい

る。そして机の上には咲き誇るニオイアラセイト

ウの花が置かれている。すべてが兄さんを待って

います。兄さんが蔵書室の扉を開けたら，僕を褒

めてくれることでしょう。42) 

 

整然とした部屋の全体像から，本棚の前で本の並

べ方を思案しているヴィルヘルム自身が語られ，

ベッドや机，椅子といった個別の事物に視点が移

り，最後に机の上に飾られた花について述べられ

る。そこに帰国したヤーコプが，蔵書室を開けて

弟を褒めるという，ヴィルヘルムの妄想が付け加

えられている。物語の一場面のように語られるこ

の部分は，兄に宛てたプライベートな手紙であり
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ながら，一般の読者にもその部屋とその部屋にい

るだろう二人の様子を十分に想像させるものであ

り，また，ヴィルヘルムがこの部屋にかける思い

がよく伝わってくる文章だと言えるだろう。そし

て，自慢の部屋の様子を語るヴィルヘルムの寂し

げだが晴れやかな調子は，本について語る時の研

究者的な態度や，本に対するフェティシズム的な

態度などが書かれた手紙の他の部分とはひときわ

目立ったコントラストを描いているように見える。 

 さて，これまで長々と兄弟の蔵書に対するこだ

わりを見てきたが，本章の最初に触れた蔵書と同

居という問題について，ここであらためて考えて

みたい。先に挙げたヤーコプの「僕たちは決して

離れ離れにならないようにしよう」という文章は，

このヴィルヘルムの手紙から，約一カ月と少しし

てから書かれることになる。ヤーコプがヴィルヘ

ルムとの同居を要請することで念頭においていた

理想は，結局のところヴィルヘルムが提示したこ

の文章にすべて先取りして集約されていると言え

るのではないだろうか。つまり，蔵書のある理想

の部屋と，それを共同管理するパートナーがワン

セットであることが重要なのだということをこの

引用は物語っている。そしてその理想的な生活の

ありようを，ヴィルヘルムの方で，このように豊

かな描写で表現しているのである。 

 ヤーコプにとってヴィルヘルムは，本を収集す

る上で実務上，欠くことの出来ないパートナーで

あった。ヴィルヘルムは入手すべき本について相

談をする相手であり，その入手に骨を折ってくれ

る人物であり，他に購入すべき本は何かと催促を

してくる，選りすぐりの蔵書をつくりあげるため

になくてはならない存在であった43)。しかしヴィ

ルヘルムは，実務的な役割以上に，ヤーコプの重

要なパートナーであった。ヤーコプが本を収集す

る中で，その喜びや悲しみをわかち合う，感情を

共有できる人間であったのである。貴重な本を思

いがけず安価で入手した時の幸福を伝える相手で

あり，高く評価した本について，互いに論評し合

える相手でもあった44)。そして自慢の蔵書がきれ

いに並べられた書棚に向かって，それに肩を並べ

て見入り，満足しあうことができる相手だったの

である。 

 以上のように兄弟の本に対する態度，考えなど

を総合的に見てみると，マルトゥスが指摘する，

本を収集することと共同生活は一対のものと捉え

ることは納得できるものである。そして，これま

で伝記作家たちによって，この部分が兄弟愛とい

う要素だけが取り出され，鑑賞されてきた点は見

直されなくてはならないだろう。しかしながらマ

ルトゥスの言葉少ない解釈は，兄弟が本の収集を

最も効率的に実現するために，共同生活をすると

いう合理的判断をしたという意味合いもあるよう

に取れる。もしそうであるならば，その点につい

ては議論の余地があるかもしれない。ヤーコプに

ついてはさておき，少なくともヴィルヘルムは，

兄の「僕たちは決して離れ離れにならないように

しよう」というメッセージを文字通りに受け止め，

以下のように返答しているからである。 

 

それ以外には，愛するヤーコプ，ずっと一緒に暮

らしていくということについて書いてくれたこと

はすべて本当にすばらしくて，僕の心は震えた。

そのことはずっと僕の願いであった。というのは，

兄さんほど僕を愛してくれる人はいないと感じて

いるし，確かに僕は兄さんを同じように愛してい

るからだ。45) 

 

これはヤーコプがパリから帰国する直前に，ヴィ

ルヘルムが送った最後の手紙である。兄弟の愛情

の問題を考えるうえでは，離れ離れに過ごした最

後の手紙において，ヴィルヘルムの側では兄の言

葉が率直に受け止められ，このようなストレート

な表現を見出していることも見逃されてはならな

いだろう。 

 

３．ヤーコプ・グリムの非社交性の問題 

（１）「引きこもり」というヤーコプ像の成立の

背景 

①近親者と本人の証言から 

 引き続き，二人きりで部屋に引きこもって研究
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をしていたという兄弟像について見ていこう。次

に問題になるのは部屋にこもりがちであったとい

う兄弟像である。これは兄弟二人ともというより

は，専らヤーコプにまつわるイメージである。共

同生活の問題と同様に，このような性格づけの根

拠になったものははっきりしている。兄弟自身の

発言や近親者であるヘルマンの発言，そして身近

な人などから発せられたものがそれである。 

 伝記的な資料のうち本人書いたものではないも

ので，ヤーコプの性格付けに大きく寄与したのは，

ヘルマン・グリムの文章である。近親者であるヘ

ルマンが残した記録は，伝記作家によって頻繁に

利用されてきた。そのヘルマンが，あるところで

ヤーコプは「若い時分からむしろ引きこもり」46)

と書いているが，これがその後のヤーコプ像に一

定の影響を与えたと考えられる。後の伝記に目を

向けてみると，例えばマルトゥスの伝記において

も，学生時代のヤーコプに関して，「部屋にいる

時がもっとも心地よく感じた」47)と述べられ，部

屋で思索にふけることを好んだこと，友人と散歩

に出るのを断ることがあった事実に触れられてい

るのを見ることができる。 

 しかしながら，ヘルマンがこのような言い方を

したのは，ヴィルヘルムが好んで夜の会合に出席

した，という前置きがあってのことである。つま

り，ここではヴィルヘルムの性格との対比でヤー

コプの性格が説明されていることには注意が必要

であろう。兄があけすけで，他方，弟は人当たり

がよいといった性格描写のように48)，グリム兄弟

の性格はこれまで対比して描かれ，まるで「一枚

のコインの裏表」49)のように語られるのが常であ

った。兄弟自身が自分たちを語る際に，互いを明

瞭に区別して語ったこともあるので50)，このよう

な言い方になるのは無理のないことであるが，い

ずれにせよ紋切り型の性格描写には警戒すべきで

あろう。 

 次にヤーコプ自身の発言を見てみよう。1840年

のラッハマン宛の手紙において，ヤーコプは，

「交際や教育から学んだものは少なかった」と書

き，「社交的な集まりがいっそう嫌いになった」

と述べている51)。後者の発言は，この発言の前に

あるゲッティンゲンで起きた国外追放事件，いわ

ゆる七教授事件のことを繰り返し聞かれるせいで

そうなった，という内容があって成り立つ文章で

はあるが，「いっそう」という言葉が示すように，

以前からパーティのような社交的な集まりが嫌い

であったということを表明しているのがわかる。

もう一つ，ヴィルヘルムの追悼講演から関係する

内容を引用してみよう。やはり弟と対比をしなが

ら，自分自身の性質について語っている文章であ

る。 

 

仕事において自己のおもむくままにすること，仕

事から目を上げて周囲を見回し朗らかになること，

それらの喜びと安心が，弟には与えられていまし

た。私を喜ばせ，快活にするのはまさにその仕事

それ自体にありました。どれほどの夜を，深夜ま

で私は至福の孤独の中，本の上に身をかがめて時

を過ごしたでしょうか。弟は誰もが彼に喜んで会

い，誰もが彼の愛らしい話の才能に耳を傾ける楽

しい社交的な集まりにおいて，それらの夜を過ご

したのです。52) 

 

弟が社交的に過ごしている間，自分は本を読むと

いう「至福の孤独」の中にいたというこの発言は，

裏を返せばヤーコプが非社交的で引きこもりがち

であったことを，この発言に当時接した聴衆や後

の読者に想像させるのに十分なものであっただろ

う。彼自身や身近な人々の発言，ヤーコプの他人

に対する姿勢や振る舞いを見ると，このような孤

独な生活スタイルは，いっそう現実味を帯びて読

者に現れてくる。すなわち，非社交性，没交渉，

人嫌い，内向性といった性格付けをしたくなるよ

うなエピソードにヤーコプは事欠かないのである。 

 

②本人以外の証言から 

 次に本人や近親者以外の証言を見てみよう。

1805年にパリでの文献調査に助手としてヤーコプ

を誘ったサヴィニーは，帰国してからは，ヤーコ

プと手紙でやりとりをしながら，再び文献調査な
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どを依頼していた。そのような折り，帰国から1

年半後の1807年3月9日に，ヤーコプから一通の手

紙を受け取る。それはドイツの古い文学の研究を

することを決心したことを述べる手紙であった53)。

それに対して，サヴィニーは以下のように返信を

している。 

 

私の疑念は主として，いずれにせよあなたの性格

においては，自らを人から隔て，引きこもろうと

する明らかな性向，すなわち，それに精を出して

しまうことが大変危険な性向があるという点に基

づいています。毎日の実業の生活から絶縁し，そ

して自分の研究に人生を限定してしまうことによ

って，それは本当に手際よくなされてしまうこと

でしょう。54) 

 

 パリでの滞在期間，ヤーコプはサヴィニーの文

献調査の仕事を手伝っていただけではなく，サヴ

ィニー一家と同居をしていたため，かなり長い時

間をサヴィニーと一緒に過ごしていた。その一緒

に過ごした経験から，サヴィニーはヤーコプの性

格をこのように分析したのであろう。また，ヤー

コプ自身もこの手紙に対する返答において，サヴ

ィニーの指摘を正しいと認めているから55)，本人

もそのように考えていたのだと思われる。 

 ところでヤーコプは，実際にはどの程度人付き

合いを避け，引きこもっていたのであろうか。パ

リに到着してから3か月後の手紙で，「僕はこの大

都市を熟知する努力をまったくしていない。それ

がなんの役に立ちうるのか。」56)と述べるように，

ヤーコプは，それほどパリには関心がないことを

告白している。とはいえ，すぐこの後に，旧市街

についてはかなり詳しくなったと述べ，リュクサ

ンブール宮殿に絵画鑑賞に行ったことを述べてい

るから，まったく外出していなかったというわけ

ではないこともわかる。また，観劇に行こうとい

うサヴィニーの誘いを何度か断ることがあり，こ

れがサヴィニーの印象に残ったのかもしれないが，

これは切り詰めた生活をしていたからだと，本人

は弁明している57)。しかし，ある程度はパリの街

路を歩いたにせよ，また個別の事情があるにせよ，

先に述べたように，ヴィルヘルムと交わした手紙

においては本の話題が圧倒的に多いのは事実であ

る。従ってヤーコプ自身が述べたように，頻繁に

出歩くというよりは，部屋にいた時間の方が多か

ったように思われる。 

 あるいはこの点を考えるために，手紙において

フランス人の名前がほとんど出てこないという点

に注目してもいいかもしれない。8か月半の滞在

において，現地の住人であるフランス人とは，サ

ヴィニー経由で知り合いも出来たであろうし，サ

ヴィニーの助手として仕事をしている中で知り合

うこともあっただろう。また，個人的な出会いも

あったことは十分に想像される。帰国後にフラン

ス人たちのあいだで秘書官を務めていることから，

フランス語を身に着ける程度は，この時期にフラ

ンス人との交際があったことも推測できる。しか

し，現存する手紙を読む限りでは，フランス人と

の交際があったようにはほとんど思えないほどで

ある。フランス人が通俗的なことを話すさいに，

さも大事のように話すとか，学識がないというこ

とを述べた，いわばヤーコプ流の「フランス人論」

が，パリ滞在の最初の時期に語られたこともある

が58)，しかしこの場合も，「フランス人」という

一般化した言い方で語っており，個人の名前が挙

げられることはない。 

 これらのことから，サヴィニーの証言は，滞在

期間全般を通じて，ヤーコプが人付き合いを避け，

部屋に引きこもってドイツ文学の研究に没頭して

いたことが相当の事実であることをうかがわせる

ものである。 

 

（２）社交の論争 

①ヤーコプの物怖じする性格について 

 次にヤーコプの社交嫌いという点について検討

してみたい。社交の問題については，ヴィルヘル

ムがハレに滞在していた時期に，兄弟の間で論争

になったのを見ることができる。ヤーコプのパリ

滞在による離れ離れの時期からおよそ3年半後，

1809年3月31日に，ヴィルヘルムは悪化した持病
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の肺と心臓の病気を治療するためにカッセルを離

れ，ハレに至った。治療後はベルリン，ヴァイマ

ールに立ち寄り，帰国したのは1810年1月初めで

あったから，ヴィルヘルムが不在だったのはおよ

そ9ヶ月間となる。この間に兄弟同士で交わされ

た手紙として47通の手紙が残されている。 

 以下，ヤーコプの非社交性の問題に関わる手紙

を詳しく検討していこう。最初に取り上げるべき

は，ヤーコプが現状を嘆いて，小規模の町で暮ら

したいと述べた6月25日の手紙である。 

 

僕と僕たちが暮らすのに2，3000人の小さな町を

望んでいる。僕がいずれどのような状態になるの

かを知りたい。というのは，今は多くのことがあ

まりにも嫌で，このままではいられないだろうか

らだ。自分の方ではまったく落ち着いているので

はあるけれども，僕はそのことを自覚をしている

のだ。もし神様が十分に与えてくれ，お金を稼ぐ

ような職務に依存せずに，世間的には中庸な生活

を送ることができたのならいいのだが！59) 

 

ヤーコプが「多くのことがあまりにも嫌」だとい

う発言に至った背景として，この時期のヤーコプ

には，仕事に対する不満があり60)，家庭内での弟

妹との不仲状態があり61)，そして，知り合いたち

との交際の負担など，多くの問題を同時に抱えて

いたという状況がある62)。これらの問題の中では，

知り合いとの交際に関する事柄が，ヤーコプの非

社交性の問題と主として関わっていくので，ここ

ではそれを検討することにしたい。 

 ヴィルヘルムが旅立った当初，ヤーコプは隣家

のヴィルト家，あるいはランドレ家，そしてヨル

ディス家などを積極的に訪問し，一定の社交的な

生活を送るよう努めた。マルトゥスが指摘するよ

うに，好んで人付き合いをしないヤーコプにとっ

て，このことは「社会的実験」63)ともいえる試み

であった。しかし，上の手紙に続く7月10日の手

紙では，ヤーコプは，ヴィルト家やランドレ家の

人々から誘われてパーティなど，何度か出てはみ

たものの，「心底嫌になった」64)と述べており，

この交際がかなりの心理的な負担になっていたこ

とがわかる。このような状況に至ってヤーコプは，

自身の非社交性の問題について，そして社会で行

われている人々の交友，すなわち社交の問題とい

う，二つの問題について自身の考えを述べること

になる。6月末から7月末の1か月間にやりとりを

した手紙において，このことが話題になるが，ヤ

ーコプはこの二つの問題について同時に語ってい

るので，以下，この二つの問題を切り分けながら，

整理して見ていくことにしよう。 

 まず，ヤーコプの非社交性の問題については，

以下の引用から見てみよう。先に挙げた「心底嫌

になった」に続く文章である。 

 

僕は最初は常に人の輪に入りたいという気持ちがあ

り，そしてその単調さや空虚さに後になってから気

がつくのだが，その前までしていた隠遁生活のせい

で，最初はそうは考えないのだ。従って，僕自身の

お人よしから，そしてその人たち自身がいかにお人

好しであるかがわかるので，僕は自らに参加を無理

強いする結果になるのだが，結局最後には，この無

理強いすることはなくなってしまい，すべてが再び

元の木阿弥となって終わってしまうのだ。何か正し

くないことがその中には潜んでいて，そしてそのさ

い僕は自分の落ち度をまったく自覚していないわけ

だから，僕に合った人というのはいずれにせよいる

ものだろう。ただ問題なのは，そういう人たちを見

つけることなのである。もしかしたら別の場所にい

るかもしれない。65) 

 

これからわかるのは，ヤーコプ自身は「人の輪に

入りたい」と考えていることである。つまり，ヤ

ーコプは人と交際することをむしろ望んでいると

いうことになる。にもかかわらず，実際に人と交

際をしてみると，「単調さや空虚さ」を感じ，そ

こから何も得ずに終わってしまうのだという。ヴ

ィルヘルムはこれを受け，ヴィルト家やランドレ

家たちの人々は良い人たちだが平凡で，すぐに退

屈に感じてしまうだろうということ，そして，ヤ

ーコプは何か目的なしで，ただそこにいるという
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ことは出来ないという分析をしている66)。ではど

うしたらいいのかというと，ヤーコプは自分のど

こが悪いかわからないので，自分に「合った

（recht）人」を見つけるしかないという，都合

のよい考えに至っている。しかしこれに対してヴ

ィルヘルムは，ヤーコプがサヴィニーのような親

しい人たちのところでも，容易に訪問しようとし

なかったことを指摘し67)，自分以外にヤーコプに

合う人間はいないだろうと断言することになる。 

 このヴィルヘルムの反論を受け，ヤーコプは次

の手紙において，あらためて自分の行動と思考に

ついて分析をしている。そこではヤーコプは，散

歩を例にとって，誰かと一緒にいると，自分の思

考がもう一人の思考を妨げ，その逆も起きてしま

うことを述べている。そして，ヤーコプには「物

怖じ」があって，たとえ自分が「好きな人」に対

しても，何でも話すことができないとも述べてい

る68)。「好きな人」とは，ここでは例としてサヴ

ィニーが想定されていると見なしてよいが，ヤー

コプの言う「合った人」とは，厳密に一致しない

のかもしれない。しかし，これらのヤーコプの物

言いからまとめてみると，結局は，たとえヤーコ

プに合った人／好きな人であっても，相手の思考

を過度に意識してしまい，また，物怖じをしてし

まうので，様々なことを語り合うことができない

ということになる。だとすると，結局ヤーコプは，

ヴィルヘルム自身が述べるように，ヴィルヘルム

以外の第三者に対するいかなるコミュニケーショ

ンの試みもうまくいかないということを言ってい

ることになるが，それは正しいのであろうか。 

 

②ヤーコプの社交についての考え方について 

 この点についてもう少し検討するために，もう

一つの問題である社交の問題について詳しく見て

いこう。ヤーコプは自分自身の非社交性の問題を

語る中で，世間一般で行われる交友の習慣，すな

わち社交の問題へと議論を展開している。以下は，

先の「物怖じ」について書かれた手紙と同じ，7

月19日の手紙からの引用である。 

 

そして現代の社交のあり方とまでは言わないが，

あの奇妙な社交のありかたは，どこか不自然なも

のではないだろうか。というのは，数百年前まで

は，それは絶対に違ったものであったのだから。69) 

 

ヤーコプは，現代の社交という言い方で一般化を

することを避けつつ（とはいえ，厳密に区別され

ているわけではないが），自分の周囲で行われて

いる社交のあり方に対して，「不自然」だと捉え

ているのがわかる。この「奇妙な社交」は，かつ

て行われていた社交とは対照的に語られ，相対化

されるものである。この二種類の社交のありよう

について，この先の文章では，さらに説明がされ

ている。まず，この現代に行われている「奇妙な

社交」については，以下のように雑誌のアナロジ

ーで説明される。 

 

僕は，面白い人のところへお茶会に行くのは理解

できる。そしてこの現代の風習が，僕には現代の

雑誌のように思える。それは良いもので便利で，

しばしば中断する記事があるものであるが，しか

しそれは本当の本ではないのである。必然的に多

くの悪いことや賤しいことが起き，僕たちはそれ

に慣れてしまうことはできるが，そういったもの

は，どうしてもなくてはならないものでもないの

だ。70) 

 

ヤーコプの見方によると，当時行われていた茶会

という形での会合は，便利で楽しい雑誌のような

ものであるものの，雑誌が本に値しないように，

本来的な意味での「集い」ではないということに

なる。とすると，古いスタイルの集いが本当の集

いだと言いたいのだろうが，具体的には何を指す

ものだろうか。続く文章を読むと，その集いは

「人間と同じくらい長く存在するもので，たとえ

それが悪いものであっても，僕は喜んで行くだろ

う」と述べられ，具体的には「公の娯楽，遊び，

お祭り」71)のことだと述べられる。例からわかる

ように，人間が集団で生活を営み始めた時から存

在したであろう共同体での様々な人と人との交流
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の機会が，ここでは念頭に置かれているのがわか

る。ヤーコプはこのように古いスタイルの集いを

美化しているが，しかし，実際にどれだけ参加す

る気があったのかは，ヴィルヘルムがその返答で，

かつてヤーコプがこれまでそのような集まりに参

加してこなかったことを批判的に述べているのを

見ると72)，疑わしいものである。その点から考え

てみると，むしろここでヤーコプが言いたいこと

は，ヴィルト家やランドレ家を通して参加したよ

うな当世風の茶会といった，社交を目的として集

まることがよいことだとは思えないということで

はないだろうか。 

 従って，「どうしてもなくてはならないもので

もない」という発言からわかるように，ヤーコプ

は人と会うのに必然性を要求することになる。そ

して，その必然性のためには，ヴィルヘルムがヤ

ーコプは何かを目的がないといられないと指摘し

たように73)，そもそも何のためにその人に会うの

か，という目的が重要になってくる。ではヤーコ

プが人と会う必然性の根拠となる，その目的とは

何であるというのか。文章は前後するが，7月19

日の手紙の「奇妙な習慣」に続く文章では，以下

のような内容が述べられている。 

 

そして今のように，ただ時間と欲求を奪うために，

人は互いに座っていたのではない。僕は自分が好

きで，その人も僕のことが好きな人以外のところ

へは行きたくない。何かをしゃべるため，あるい

は何かを彼から学ぶためではなく，その人のもと

にいるために行くのだ。その後に，他のことが与

えられるのだ。74) 

 

人になぜ会うのかというと，その人に会うために

会うのである。そして，おしゃべりをしたり，何

かを得たりするのは，その結果生じるものにすぎ

ない。従って，先に問題になっていた，ヤーコプ

が物怖じをするゆえに交際がうまくいかないとい

う問題は，ここで解消されることになるだろう。

ヤーコプの理屈で言えば，たとえヤーコプが「物

怖じ」であるゆえに，会っている人とまったく話

をしなくてもかまわないのである。なぜなら，会

うことを目的とした集いでは，自分の好きな人の

もとで一緒に時間を過ごすことが重要だからであ

る。 

 このヤーコプの言う理想の交際のあり方と，第

2章で取り上げた理想の書斎のあり方を合わせて

考えてみると，ヤーコプが想定していたのは，ま

ずヴィルヘルム，そして次にヤーコプが会いたい

と思う人がいる書斎という，ある種の理念的な空

間であるということがわかる。その書斎の本棚に

は選りすぐりの美しい蔵書が整然と並び，そこに

ヤーコプは彼らと静かに佇むのである。ヘルマン

がくしくも二人の書斎には「聖なる静寂」が支配

していたと述べたように，ヤーコプが語っていた

のは書斎の静寂のユートピアだったと言えるだろ

う。 

 

４．おわりに 

 以上，グリム兄弟の共同生活の問題について，

そしてヤーコプの非社交性の問題について，検討

をおこなった。その結果，グリム兄弟が一緒に暮

らそうと考えたことは，兄弟愛というキーワード

で読み解くだけでなく，彼らの本への欲求も重視

する必要があるということ，また，ヤーコプの引

きこもりの問題は一定の事実ではあるものの，そ

れは人嫌いであるといった理由ではなく，物怖じ

をするというヤーコプの性質と，喋らなくても良

いという社交に関するヤーコプ独自の考え方があ

ったからということが明らかになった。加えて，

伝記作家たちは，兄弟の実際の発言や振る舞いを

踏まえ，二人の性格描写を行っているものの，二

人の性格を際立たせるために，紋切り型の性格描

写に陥るという危うさも確認をすることができた。

ただ，こちらの点についてはこれまで出版された

伝記のそれぞれについて，もう少し厳密な分析が

必要であることは付言しておきたい。 

 また，この共同生活及び引きこもりの問題につ

いては，さらに別の観点からも検討が必要と思わ

れる。というのは，グリム兄弟はそれぞれ旅行を

よく行い，実際は何度も「離れ離れ」になってい
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たという事実があるということ75)，また30,000通

とも言われる残された兄弟発の手紙の量や76)，い

わゆる後の「グリム童話集」や「伝説集」の成立

につながるドイツの古い文学を提供するよう，多

くの知り合いに広く呼びかけたことなど，兄弟が

世間一般の人と同じように多くの知り合いを持ち，

独自のネットワークを築いていたという事実があ

るが，これらの事実が兄弟の性格と関連付けて語

られることが，これまであまりなかったというこ

とは注意されなくてはならないだろう。グリム兄

弟像は，彼らが残した記録，他人の記録，そして

伝記作家たちの記録，そしてそれらの解釈など

様々な場において揺れ動くことになるが，それら

をそれぞれ厳密に見ながら関連付けていく必要が

あると言えるだろう。 
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